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㝔ෆがん登録のᐇົ⪅が⮬ࡽ┦対⏕Ꮡ⋡をィ⟬࡛ࡁるたࡵに 

㸫ᐑᇛ県࣭ᮾ໭ᆅ᪉࡛のྲྀࡳ⤌ࡾ㸫 

 

 

㔠ᮧ 政㍤ 1 2 3  佐藤 ┿ᘪ 2  㰻藤 ⨾登㔛 3  㕥ᮌ ᰟᏕ 2   

新田 ᙬ子 2  ᰗ田 ⨾ဏ 4  ྜྷ田 めぐみ 4  本ᒣ ᝅ 4 

1ᐑᇛ県立がんセンター研究所がん␿学・ண㜵研究部  2ᐑᇛ県立がんセンターがん登録ᐊ 

3公┈㈈団法人ᐑᇛ県対がん協会  4⛅田大学་学部㝃属⑓㝔⭘⒆情報センター 

 

࠙目的ࠚ 

全ᅜがん登録が開ጞされ 1)、㝔ෆがん登録の実施に係る指㔪も示され 2)、今後、㒔道ᗓ県

からண後情報の提供を受け、⢭度の高い生存率の計算が可能になる。がんデ⒪連携拠点⑓㝔

においては、生存率を含めた集計結果を適ษにホ価・比較・公表することが期待されている。

しかし、現ἣ報࿌を見ると、生存率の算ฟは 30㸣ྎと実施率がపい（図 1A・B）3)。さら

に複㞧な計算を要する相対生存率は自前で計算することは難しい 4)。そこで、今ᅇ、ᐑᇛ県・

ᮾ໭地方において相対生存率の計算を目的とした研ಟ会を開ദしたので報࿌する。 

  

 

࠙方法ࠚ 

ᐑᇛ県と⛅田県において研ಟ会を開ദした（県がんデ⒪連携協議会がん登録部会主ദ）。

資料とプログラムは、ᐑᇛ県立がんセンターでのຮᙉ会を通して開発・ಟ正を行った（図 2）。

相対生存率の計算に際しては、༓ⴥ県がんセンター研究所の୕上᫓夫部長が開発した相対生

存率計算ソフト Kapwin5)をᢎㅙを得て無ൾ配ᕸとした。研ಟ会の⤊஢後、ཧ加者に対して

アンケートㄪᰝを行った。ホ価や理解に関する㡯目については 5 段階でᅇ⟅を求め、質問、

意見、要ᮃ等については自⏤記㍕とした。 

92



JACR Monograph No.24 
第 2部؟第 27回学術集会を৽てー 一ಹポスター発表 

 

 

࠙結果ࠚ 

ᐑᇛ県の研ಟ会は 90 分間のプログラムで、19 人がཧ加し（95%がデ⒪情報⟶理ኈ）、17

人（89㸣）がよかったとホ価し、18 人（94.7%） が理解できたとᅇ⟅した。⛅田県の研ಟ

会は 1 日のプログラムで、20 人がཧ加し（75%がデ⒪情報⟶理ኈ、20%が事務職）、全員が

よかったとホ価した。なかでもモデルデータを使った演習のホ価が高く（図 3）、ෆ容につ

いては、すべての講義・演習で 85%以上が理解できたとᅇ⟅した（図 4）。がん登録の実務

⤒㦂年数で比較したところ、5 年ᮍ満の実務者では「ᑡし理解できない」とのᅇ⟅が見られ

た（図 5）。88% が研ಟ会の資料やモデルデータについて役立つとᅇ⟅し、82㸣が今後自分

で計算してみようと感じ、65%が自施設にᡠっても自分で計算できそうとᅇ⟅した。94㸣

が௚の方にこの研ಟ会を່めるとᅇ⟅した（図 6）。自⏤記㍕では、有意義であったとホ価

する記㍕がほとんどであったが、自施設での計算に不安を感じるとのᅇ⟅が 1 件見られた。 
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࠙考ᐹࠚ 

ᐑᇛ県・ᮾ໭地方において、相対生存率を計算することを目的に 90 分間ཬࡧ 1 日のプロ

グラムを開発し、研ಟ会を開ദした。約 90㸣がよかった、理解できたとホ価し、開ദする

意義が確認できた。今後は、実際に自施設で計算できるよう質問への対応などのサポート、

Edererϩ法など௚の計算方法 6,7)での実施が課題である。 

 

࠙ㅰ㎡ࠚ 

本研究ཬࡧ研究の対㇟となった研ಟ会は、 相対生存率計算ソフト Kapwin の無ൾ配ᕸ

なしには実現しませんでした。無ൾ配ᕸについて、ࡈᛌㅙいただきました༓ⴥ県がんセンタ

ー研究所の୕上᫓夫先生に心より感ㅰ⏦し上げます。 

 

࠙COI 開示ࠚ 

当演題発表に関し、開示すべき COI はありません。 

 

――――――― 
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